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叢
黶畿
藻
畜
羅
義
轗

さ
ら
に
積
極
的
活
動
を
計
画

背
景
を
知
り
識
見
を
高

め
る
場
に

七

二
年
の
日
本
記
者

ク

ラ
ブ

昨

年

は

ビ

ッ
ゲ

ニ

3
ー

ス

の

多

い
年

た

q
た

.

わ

れ

わ

れ
新

聞

記

者

は

,

そ

の

っ

ど

、

猟

犬

の

よ

う

に

.=

ー

ス

を

追

っ
た

も

の

だ

、

公

宮

、

航

空

機

簣

故

、

選

挙

、

米

中

接

近

、

中

圖

国

連

復

帰

、

国

際

通

貨

問

題

、

沖

縄

国

会

等

、

社

会

、

政

治

、

F

際

,

経

済

(
生
ビ
ニ
.

あ

ら

ゆ

る

八
刀
野
勹
に

わ

た

”

て

新

聞

記

者

は
鋭

い
感

覚

と

広

く

深

い

知

識

を

必

要

と

L

た

、

そ

う

い

・92
中

で

、

凵

本

記

者

ク

ラ

ワ

の
存

在

は

大

・予
、、
な

没

割

り

を

発

揮

し

た

.二
い

え

る

、

数

多

!
、
の

昼

食

会

や

記

疔

会

見

、

夕

食

会

、

講

演

会

な

ど

は

、

二

.宀
1

く

を

扱

一つ
紀

民
臼
の

視

野

を

広

め

る

こ

と

に

役

立

つ
と

と

も

に

豊

富

な

バ

リ

ク

グ

ラ

ウ

ン

ド

・
イ

ン

フ

孝

ー

ズ

ー

シ

ョ

ン

を

提

供

し

た

、
公

巾
口
闇
門
題

一

つ

と

”

て

も

、
記

翫
臼
ム
∬
見

に

現

わ

れ

孔
に
ラ

ル

フ

・
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ネ

ー
ゲ

ー
弁
護

十

の
ナ

マ
の
声

は
闇
冖題

を

知

り
、

問

題

を
考
え

る

う

え

の
大

き
な
参

繆

に

な

り
た
、
経
済

問

題

に

し

て
も
、
各

胃

ト丿ヒ川 疫 員kr・1{〔 ∫》

東

京

都
千

代

田

区

内

幸

町

一
ノ

一
ノ

.

帯
…
国

ホ

テ

ル
東

館

一〒
㎜

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

発

行

琶

舌

剄

1

.
六

二

一
。
～

三

,,
.、凵

耕

-

一

一

.

.

内

線

死

;

国

の
専

門
家
や
責

任

者

の
意

見
を
そ

の

口

か

ら
直

接
聞
く

こ
と

が

で
き

た

こ
と

は
、

貴

重

な
収
獲

だ

り
た

。

誕

生

三
年
巨

に

は

い

っ
た
今
年

は
、

さ

ら

に

・
.の
種

の
ク

ラ

ブ

活

動

は
活
発

に
な

る

だ

ろ
う
、

昨
左
+
は
、
別
室

を

一
間

増

や
し
、

ク

ラ

。フ
酷職
卩貝
も

.
名

増

昌
凪
し
て
、
積
陀樫
的

レ」
△
囂

け貝
社

あ

る

い
は
八
苔
貝

へ
の
サ

ー
ビ

ス
を
強

化

し
た
.
別
室
利

用

も
軌

道

に
乗

一
て
、

十
・
.
月

か
ら
十

.
冖月

に

か
け

て
は
、
新

年

用

記
車
T
の
座
談
五
μ
な

ど

に
使

川
…さ
れ
る
地

方

社

が
急
増

し

て
、

サ

ー

ビ

ス
係

り
が
応

接

に

い
と

ま
・な

い
状

況

を

口下
し
た
,

昼
食

ム
五
、
ハy
食
ム
五
、
紀

嵐驚
ヘ
ム
見

な
ど
も
、
シ

ラ

ブ

測

か

ら
動
員

を

か

け

な

く

て
も
、

「
定

数

の
会

員
記
者

が

必

ら
ず

集

耒
る
慣
行

が

確

立

き
れ

っ
つ
あ

・リ
、

ゲ

∵、
ト

に
実

礼

な

思

い
を

ナ

る
こ
と

も
無

く

た

「
て
い
る

.

た

だ
、

ケ
ラ
ゾ

小
:

ム
利

用

に

つ
い
て
は

ま

だ
ま

だ
低

調
な
状

態

が

つ

づ

い

て

い

る

、

な

に
ぶ
ん
帝

国

ホ

テ

ル
の
古

い
家

具

や
椅

子
を

か
き
集

め

て

の

設
営
な

の
で
、

必

ら
ず

し
も
魅
力

の

あ

る
部

屋

と
は

い
え

な
い
の
で
、
今

後

幾
分

で
も
改

善

し

て
、

会
員

の
積

極
的

な

来
室

を
期
待

し

た

い
。

四
七
年

度

は
、

H
本

プ

レ

ス
会

舘
叩建

設

問
題
も
、

土

地

問

題

を
解
決

し

て
冂
バ
体

的

な
進
展
を

.小
す

こ
と

と
思
わ
れ

る
。

そ

う

な

る
と
、

口
本

記
者

ク
ラ
ブ
も
本

格

的

な

。ソ
レ
ス
ク

ラ
ブ

に
発
展
す

る
こ
と

に
な

る

だ
ろ
う
。
会

館

が

で
き

る
と
現
亦
}の
ク

ラ

ヅ
加
盟
社

は
大

き

な
利

便
を
受
け

る

こ
と

に
な
ろ
う

か

ら

、

事
前

に
当

ク

ラ
ブ

を

退

会

し
た
り
、

ク

ラ
ブ
員

を
縮

少

し

た

り

な

さ
ら
ぬ
よ
う

お
陥
…
い
し
た

い
。

原
理
事

長

、

辞
任

な
お
昨
年

末

闇

か
れ

た
夕
食

会

の

オ

フ

レ

コ
発
言

が

一
部

紙

面

に
掲

載

さ

れ

る

と

の
ケ
:

ス
が

生

じ

た

そ
の
た

め
原

理

事

長

〔読
売

副

社

長

ノ

は
そ

の
責

任

を

負

っ

て
理
事
長

を

辞

任

÷
・
る

こ
と
に
な

り
、

理

事

長
代
行

と

し

て
高

田
秀

二
理
事

(
共

同

常
務
理
事
4

が
指

名

さ

れ
た
.
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目
本
記
者

ク

ラ
ブ
会
員
数

会

員

社

会

員

数

一
月

一
日
現

在
一
三

.二
社

八

ヒ
八

名



昭和47年1月10日 第23号

第
八
回
総
務
委
員
会

昭
和

46
年

12
月

10
日

(
金
)

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
別
室

昭
和
47
年
度

の
予
筥
 案
を
検
討
、
審
議

し
た
後
、
会
員
資
格
拡
大

に
と
も
な
う
「
規

約
、
付
則

の
改
正

に

つ
い
て
検
討
、
会
員

社
以
外
に
会
呉
を
拡
大
す

る
場
合
は
、
所

属
団
体

の
み
な
ら
ず

、
そ

の
団
体
に
所
属

」

て
い
る
個

人
の
資
格

に
つ
い
て
も
、
慎

垂
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
理
事

会

で
害
査
基
準

の
覚

え
喜

き
、
ま
た
は
内

規

を
作

↓
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
規
約

に

つ
い
て
も
疑
醐
ガ
あ

る
と

い
⇔
な

い
の
で
、
改
正
に
あ
た

門
て

は
、
全
体

の
構
成

を
崩

さ
な

い
よ
う
に
、

専

門
家

(
弁
護

士
)

の
意

見
を
閏

い
て
、

最
終
的

に
改
正
規
約
を
決
定
す

る
こ
と
に

し
た第

26

回

企

画

委

員

会

昭
和
46
年

12
月

9
H

(
木
)

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
別
室

一
刀
に
は
会
員
懇
親
会
、
水
田
蔵
相

の

昼
食
会

の
ほ
か
、
屋
良

主
席
、
福

田
外
相

の
昼
食
会
を
現
在

交
渉
中

と
報
告
。
そ

の

ほ
か

の
ゲ

ス

ト
候
補

者
を
協
議
し
た
結

…朱
、
春
目
民
社
党
委
員
長

の
昼
食
会
を
十

二
月
中

に
行
な
う

こ
と
、
札
幌
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
に
来
日
す

る
ブ
ラ
ン
デ
ー
ジ
ー
O

C

委
員
長
、
学
術
会
議

の
新
議
長
、
武
見

日

本
医
師
会
会
長

、
磯

崎
国
鉄
総
裁
、
後

藤

田
警
察
庁
長
官

な
ど
を
昼
食
会
、
ま

た
は

夕
食
会

の
ゲ

ス
ト
と

し
て
交
渉
す
る

こ
と

な
ど
を
き
め
た
。

九
月
か
ら
…開
い
て
い
る
勉
強
会
、
㎞趣
味

の
会

に
つ
い
て
は
、
中
国
語
講
習
会

は
、
人

数

は
少
数
な
か

ら

(
約
九
名
参
加
)
非
常

に
受
講
者
が
熱

心
な

の
で
、
受
講
者

の
希

望
が
あ
れ
ば
、
来

年
度
も
ひ
き
続

い
て
開

催
す
る
が
、
碁

の
会

は
、
毎
週
定
期

的

に

開

い
て
も
、

な
か
な
か
会
員
が
集

ま

ら
な

い
の
で
、
定
期
開
催
を
と
り
や
め
て
、
代

り
に
年

二
回
ぐ

ら

い
囲
暴
大
会
を
開

く

こ

と
、

な
ど
を
協

.議

し
た
.

田
北

岡
崎

栗
原

堀
田

.1

会
員
の
異
動

-

入

会

晟
忠

宮
崎
日
凵
新
聞
東
京
支
社
長

文
謝

目
刊

ス
ポ
ー
ツ
新
関
編
集
局
長

程

〃

編
集
局
次
長

一
郎

東
京
新
聞
取
締
役
編
集
局
長

名

羲

変

更

退

会

(
入
会
者
は
前
号
8
ベ
ジ
ー
参
照
)

田
辺

呂
雄

石
田

端

畑

源
生

N
H
K
政
治
部
主
管

〃

政
治
部
副
部
長

〃

政
治
部

中
井

盛
久

〃

政
捨
部

高
橋

雄
亮

〃

経
済
部
記
者

荒
井

幹
夫

〃

経
済
部

豊
原

兼

冖

〃

祉
会
部
長

高
野

悠

〃

祉
会
部
副
部
長

隈
部

紀
生

〃

社
会
部

吉
野

昭
次

〃

外
信
部
副
部
長

長
崎

正
躬

〃

外
信
都

長
野

克
亮

〃

外
信
部

原
理
事
長
が
辞
任

渡
辺

泰
雄

〃

社
会
番
組
班
部
長

広

堅
太
郎

〃

運
動
番
組
班
部
長

清
洲

緋

二

〃

教
育
局
教
.養
班
部
長

三
善

清
達

〃

芸
能
局
洋
楽
班
チ
ー
フ

笹
山

通

宮
崎
日
日
新
閉
社
長
室
長

村
田

篤

凵
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
編
集
総
務

杉
森

一

〃

編
集
局
長

渡
貫

孚
文

凵
本
テ
レ
ビ
報
道
韻
長

河
村

郷
四

広
島
テ
レ
ビ
支
社
編
成
課
長

オ

フ
レ

コ
掲
載

の
責
任

を
負

つ
て

理
事
長
代
行
は
共
同
高
田
氏

昨
年
暮
、
大
阪

で
開

か
れ
た
夕
食

会

の
ゲ

ス
ト
発
嘗

の
中

で
、
オ
フ
レ
コ
の
指
示
が

あ

っ
た
内

容
の

一
部
が
、
読
売
新
聞
の
紙
上

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
目
本

記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、

た
だ
ち
に
当

日
の
ゲ

ス
ト
に
陳
謝

の
意
を
表
明
す

る
と
同
時
に
、
読
売
新
聞

社
に
注
意
喚
起
を

い

た

し

ま
し

た
。こ

れ

に
対
し
、
読
売
新
聞
社
は
直
ち

に
ゲ

ス
ト
に
陳
謝
す

る
と
同
時
に
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
に

対
し
て
も
陳
謝

の
意
を
表
明
し
ま

し
た
が
、
十
二
月
二
十

一
口

の
第

二
十

一
回
現
事
会

の
席
上
、

原
理
事
長

か
ら

「
ク
ラ
ブ
の
信
義
を
守

る
と
い
う
の
は
、
記
者

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
根
本

的
モ
ラ
ル

で
あ
る
。
そ

の
モ
ラ
ル
を
破

,
た
こ
と
に
対
し
て
、
衷
心

か
ら
お
詫
び
す
る
と
同
時
に
、
ク
ラ
ブ

の
信
頼

と
権
威

を
高
め
る
た
め
に
も
、
理
事
長
祉
が
違
反
を
お
か
し
た
責
任
を
と

っ
て
理
事
長
を

辞
任
し
た
い
」
と

の
発
囲冒
が
あ
り
ま

し
た
、
こ
の
申
し
出
を

め
ぐ

7
て
理
事
会
は
緊
急
協

議
の
結

果
、
記
者

ク
ラ
ブ

の
信
用
と
権
威

の
た
め
に
.
こ
の
申

し
出

を
受
理
す
る
こ
と
に
意

兇

の

一
致
を

み
、
原
理
事
長

の
辞
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
後

任
理
事
長
選
任
ま
て
の
理
事
長
代
行
と
し
て
、
高
田
秀
二
理
事

(共
同
通
信
祉
常
務
理

事
)
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

(2)
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靉

'

皆

門ケ

ノ

、瀑

z

§

豪

藻

藻

靉

靉

か鼕

鼕

灘

灘
覊

鏤

懸
糶

灘

リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ

イ
ロ
外

人

記
者

ク
ラ
ブ

リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ

ロ
外
人
紀
者
ク
ラ
ブ

は
、

ビ
ジ
卞

ス
セ
ン
タ
ー

『
リ
オ

・
ブ
ラ
ン
コ
大

通

り
』

の
裏
乎
に
あ
る
リ
オ
商
工
会
議
所

に
事
務
・

劫
を
持

つ
。
と

い
え
ば
多
少
き

こ
え

が

よ

い

が
、

商
工
会
議
所

の
古
手
女
子
職
員
の

一
人

が
、
ク
ラ
ブ

の
勲
h
記
を
晶兼
業

し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
態
だ
。
ド
ナ

・
レ
オ
ノ
ー
ル
と

い
う

こ

の
愛
す
べ
き
中
年

の
常
任
書
記

は
き
わ
め
て
能

率
的

か
つ
人
開
的
に
、

八
十
人

の
ク
ラ
ブ
員
を

掌
握

し
て
お
り
、
行
事

へ
の
連
絡
も
れ
は
ほ
と

ん
ど
な

い
し
、
ク
ラ
ブ
員

の
だ
れ
か
が
入
院
す

れ
ば
、
早
速
花
束
が
同
僚

か
ら
届
け
ら
れ
る
よ

う
手
配
り
し
た
り
す
る
。

リ
オ
港
を
見
下
す
商

工
会
議
所
ビ
ル
最
上
階

(
十
四
階
)
の
食
堂

と

バ
ー
が
随
時
ク
ラ
ブ
員

の
た
ま
り
場
に
な

っ
て

い
る

(
ス
コ
ッ
チ
の
ダ
ブ

ル
が
八
百
円
位
。
食

事
は
ま
ず

い
)
。

ク
ラ
ブ
の
正
会
員
は
五
十
人
余
り
。
西
側
主

平

山

健
太
郎

(
N
H
K
外
衢
舘
)

要
各
通
信
粁
Mの
他
、

タ

ス
、
タ

ン
ユ
グ
、

ル
モ

ン
ド
、
ク
リ

ス
チ

ャ
ン

・
サ
イ
エ
ン
ス

・
モ
ニ

タ
ー
、
タ
イ
ム
、

A
B
C
、
N
B
C
、

R
T
F

か
ど
い
ず
れ
も
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
の
キ
ー

ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
常

駐
特
派
眞
を
置

い
て
お

り
、
ア
ジ

ア
で
は
N
11
K

一
社
だ
け
が
加
盟

し

て
い
る
。
た
だ
し
正
会

貝
の
中
に
は
P
R
雉
誌

の
記
者
も
含

ま
れ

て
お

り
、
ク
ラ
ブ

の
名
前
が

営
利
的
に
利
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ

っ
た

の
で
、

こ
れ
ら
を
整
理
す

べ
き
だ
と
い
う
論
議
が

ク
ラ

ブ
主
流
派

の
問

で
起

き

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

各
国
大
使
館

の
プ

レ
ス
ア
タ

ッ
シ

ェ
が
三
十
入

ほ
ど
準
会
員
に
な

っ
て
お
り
、
東
欧
諸
国

の
準

会
員
は
ク
ラ
ブ
を
情
報

源
と
し
て
活
用
す

る
た

め
か
、
と
り
わ
け
・会
合

に
は
よ
く
顔
を
出

し
て

い
る
。

ク
ラ
ブ

で
の
公
用
語

は
現
地
主
義
、

つ
ま
り

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
決

め

ら
れ
て
お
り
、
新
参

の

メ
ン
バ
ー
に
対

し
て
も
他
国
語
の
使

用
は
、
仲

間
う
ち
で
も

で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
勧
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
少

ス
ペ
イ

ン
語
を
か

じ

っ
た
だ
け
で

(
小
生
を
含
め
)
赴

任
し
て
来

る
人

々
が

ほ
と
ん
ど

で
あ
る
た
め
か
、

ク
ラ
ブ

内
で
ま
か
り
通

っ
て

い
る
用
語
は

『
ボ
ル
タ

ニ

ョ
ル
』
、

つ
ま
リ
ポ
ル
ト
ゲ

ス

(
葡
語
)

と

エ

ス
パ

ニ
ョ
ル

(
西
語
)

の
ひ
ど
く
混

り
合

っ
た

奇
怪
な
代
物

で
、

こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ

の
母
国
語

な
ま
り
が

重
な
る
。

ク
ラ
ブ
行
事

の
重
体
は
、
.平
均
毎
月

…
回
程

度
、
前
記

の
ま
ず

い
食
堂
で
聞
ら
か
れ
る
昼
食

会
。
話
題

の
閣
僚
、
現
地
滞
在
中

の
外
国
人
名

士

(
ハ
!

マ
ン

・
カ
ー
ン
氏
等
)
.

左
傾
神
父

問
題
で
政

府
と
論
争
中
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
長

老
た
ど
、
時

事
的
な
人
物
が
そ
の
つ
ど
執
行
部

の
協
議

に
よ
り
、
ゲ

ス
ト
に
選
ら
ば

れ
る
。

こ
う

し

た

月
例
昼
食
会
の
ほ
か
、
毎
年

一

刀
、
ク
ラ
ブ

の
全
会
員
に
よ
る
家
族
ぐ

る
み
の

親
睦
夕
食
会
が
、
市
内

の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
借
り

切

っ
て
開

か
れ
、
女
房
同
志
、

こ
れ
ま
た
お
ぼ

つ
か
な
い

『
ボ
ル
タ

ニ
コ
ル
』
で
お

つ
き
へ
冂
い

を
始
め
る
き

っ
か
け

と
も
な
る
。

ク
ラ
ブ

は
こ
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ジ

ル
各
地

の
州

政
府
、
商

工
会
議
所

な
ど
の
招
き
に
応

じ
、
年

に
二
、

三
回
地
方

の
見
学
旅
行
を
組
織
す
る
。

こ
う
し
た
招
待

は
ブ

ラ
ジ
ル
、
と
く

に
開
発
地

城
に
な

っ
て
い
る
僻
地
の
イ
メ
ー
ジ

ア

ッ
プ
を

は
か
り
、
外
資
導
入

の
地
な
ら
し
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
動
機

が
主
体
で
あ
る
た
め
、

工
場
ば

か
り
連

れ
ま
わ
さ
れ
、
お
び
た
だ
し
い
統
計
資

料
を
押

し
つ
け
ら
れ
て
う
ん
ざ
り
す
る
場
合
が

多

い
。
が
、
冬
地
の
実
力
者

と
面
談
を
得
ら
れ

る
た
め
他

日
、
煩
瑣
な
官
僚
主
義
的
手
続
き
を

バ
イ
パ

ス
し
て
、
必
要
な
取
材
源
に
近
づ
く
上

で
大
変
有
益
な
機
会
と
な
る
。
な
か
で
も
ソ
ビ

エ
ト
、

ル
ー

マ
ニ
ア
な
ど
社
会
主
義
諸
国
の
記

者
諸
君
は
、
こ
う
し
た
ゲ

ル
ー
プ
旅
行

へ
の
参

加

に
積
極
的
で

『
ア
マ
ゾ

ン
開
発
は
、
シ
ベ
リ

ア
聞
発

の
大
変
よ
い
参
考
に

な

る
』

と

い

り

た
如
才
な

い
せ
り
ふ
を
ブ
ラ
ジ

ル
側
当
局
断

に

ふ
り
ま

い
た
り
す
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
ク
ラ

ブ

の
ソ
ビ

エ
ト
人
記
者

は
ゴ
.人
。
中
南
米
全
域

に
は
タ

ス
通
信
だ
け
で
十
五
入
も
の
記
者
を
送

り
込
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
、

ソ
ビ

エ
ト
の
第

三

勢
力
圏

へ
の
関
心
の
高
さ
を
示

し
て
い
る
。
日

本

は
共
同
、
哮
事
、
N
H
K
を
あ
わ
せ
、
中
南

米
全
体

で
十
人
弱
。

現
地
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
外
人
記
者
ク
ラ
ブ

員
と

の
組
織
的
な
交
流
の
機
会

は
、
有
力
紙

の

社
長
、
編
集

局
長
を
時
お
り
ク
ラ
ブ

の
定
例
昼

食
会

の
ゲ

ス
ト
に
招
く
秘
度

だ
が
、
七
(、一年
四

月
、
ブ
ラ
ジ

ル
外
務
省
が
リ
オ
か
ら
新
首
都

の

ブ

ラ
ジ
リ
ア
に
移
転
す
る
ま
で
は
、
毎
週
の
外

相
記
者
会

見
で
内
外
記
者
団
が
同
席

し
て
い
た

し
、
個

人
同
士
の
レ
ベ
ル
で
両
者

の
関
係
は
き

わ
め
て
良
好

と
い
え
る
。

ブ

ラ

ジ

ル

は
六
四
年
四
月
以
後
、
軍
事
政

権

の
支
配
下
に
あ
る
が
、
外
国
人
記
者

の
送
稿

に
対
す
る
事
前
検
閲
は
、

二
、
三

の
短
期
間

の

(3)
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金
副
議
長
夕
食
会

十

冖
月

二
十
四
目

(水
)
の
朝
鮮
総
連
金
炳

植
副
議
長

の
タ
食
会
は
、
帝
鬧
悶
ホ
テ
ル
四
階
竹

の
間
'.㌦
閣
四か
れ
た
。
金
副
舶蔽
長
は
瑚
鮮
統

一
を

阻
ん
で

い
る
も

の
は
何
か
、
朝
鮮

と
目
本
と
の

関
係
な
ど
に

つ
い
て
講
演
、

「問
題

は
、
日
本

政
府

の
朝
鮮
敵
視
、
朝
鮮
総
達
に
対
す

る
弾
圧

政
策
だ
。
記
背
団
の
交
換
は
、
日
本
政
府

の
態

度

に
か
か

?
て

い
る
」
と
語

っ
た
。

こ
の
詳
細

は

、朝
鮮
時
報
L
(
12
月

4
日
号
)

に
載

d
て

い
る
が
,
お
も
な
質
疑

の
内
容
は
つ

ぎ

の
、こ
お
り
、

真
崎

(毎

口
放
送
)
H
朝
国
交

正
常
化

の
前

提
に
つ
い
て
、

凵
韓
条
約

の
破
棄

は
絶
対
条
件

か
.答

ゆ
ず

る
こ
と
が
で
き
な

い
原
則

だ
が
、

ま
ず
国
交
正
常
化

へ
の
過
程
と
し
て
、
経
済
、

文
化
、
人
事

の
交
流

で
相
互
の
認
識
を
深
め
た

い
、
日
朝
友
好
を
目
的
と
す
る
な

ら
、

こ
の
交

流

は
、
財
界

で
も
自
民
堂

で
も
構

わ
な

い
、
歓

迎
す
る
。

青
木

(
読
売
)
分
断
国
家

の
国
連
同
時
加
入

に
対
す

る
態
度
は
…
…
。

答

朝
鮮

の
場
合
は
、
他

の
分
断
国
家
と
違

う
。
ま
ず
国
連
決
議
を

ひ

7
く

り
返
す

こ
と
が

前
提

で
:
-
、

真
崎

も
し
、
そ
れ
が
く

つ
が

え
さ
れ
た
場

台
、
韓
国

と
同
時
で
も
加
人
す

る
の
か
。

答

そ
こ
ま
で
は
考

え
て
い
な

い
が
、
国
連

決
議

が
く

つ
が
え
れ
ば
、
国
連
軍

と
い
う
名
で

米
国
が
韓
国
に
い
る
こ
と
も
で
き

な
い
し
、
ロ

韓
条

約

の
基
礎
も
崩
れ
る
だ
ろ
う
。

真
崎

由T
国
は
、

一
九
王
∩
荏
丁
の
国
鵬連
決
議

を
徹

回
せ
ず
に
国
連
に
加
盟

し

て

い

る
が
…

:

'
o答

だ
か
ら
国
連
で
喬
代
表
が
、
最
初
に
そ

れ
を
言

っ
た
。
こ
れ
は

か
な
ら
ず

ひ

っ
く
り
返

さ
れ
る
と
思
う
が
、
こ

の
決
議
が
な
く
な
る
と

韓
国

の
存
立
の
基
盤
が

な
く
な
る
。
情
勢
が
変

わ
り
始

め
た
ら
変
化
は
早
い
の
じ

ゃ
な
い
か
。

だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
朝
鮮

の
問
題
を
来
年
に
延

ば
し
た
の
だ
.

岸
本

(
時
事
通
信
)

南
北
赤
十
字
会
談
を

土
台

に
し
て
南
北
統

冖
は
で
き
な

い
か
、

答

朝
鮮
が
統

一
で
き
な

い
の
は
、
南
北
分

断

の
政

治
的
意
図
に
よ

る
も

の
だ
。
韓
国

の
反

共
法

、
国
防
保
安
法
が
廃
棄
さ
れ
な

い
と
南
北

問
題
は
解
決
し
な
い
。

特
例
を
除

い
て
は
行
な

わ
れ
て

い
な

い
.

し
か

し
、

こ

の
あ

と
印
刷

(放
送
)
さ
れ
た
記
事

は
.
そ
れ
ぞ
れ
の
出
先

き

ブ

ラ

ジ

ル
大
使
館

が
、

か
な
り
刻
明
に

モ
ニ
々
1
し
冂
報

の
形

で

ブ
ラ
ジ

ル
外
務
省

に
報

告
。
不
利
益
と
判
断
し

た
も

の
に
つ
い
て
は
、

警
告

や
報
復
措
暇
が
と

ら
れ
る
.

(
都
市
ゲ

リ
ラ
か
ら
郵
送
さ
れ
た
文

書

を
、
送
稿

し
た
A

F
P

の
支
.局
長
は
国
外
追

放

さ
れ
た
)
。

私
自
身
、
わ
が
社

の
あ
る
取
材
班
製
作
に
な

る
テ

レ
ビ
の
ル
ポ
番
組

が

『
ブ
ラ
ジ

ル
の
後
進

性
を
不
当

に
強
調
し
た

と

い
う
理
由
で
、
別

の

取
材
班

の
入
国
ビ
ザ
取
得

に
難
色
を
示
さ
れ
た

こ
と
が
あ

っ
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
側
官
憲
は
そ

の

際
、
次

の
よ
う
な
論
旨

で
私

の
抗
議
を
封
じ
た

も
の
だ
。

『
フ
ラ
ン
ス
の
地
理

の
教
科
書
に
、

駕
籠
や
人
力
車

の
写
真

が

の

っ
て
い
る
と
、
日

本
政
府
が

フ
ラ
ン
ス
に
抗
議
し
た
話
を
わ
れ
わ

れ
は
知

っ
て
い
る
.
ブ

ラ
ジ

ル
も
同
じ
立
ち
場

で
、
自
国

の
イ
メ
ー
ジ

を
防
衛
す
る
権
利
が
あ

る
と
思
う
が
ね
。』

国
内
ジ

ャ
ー
+
リ
ズ

ム
に
対
す
る
言
論
規
制

は
、
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ

れ
外
国
人
記
者
に
対
す

る
そ
れ
よ
り
、
は
る
か

に
厳

し
く
、
し
ば
し
ば

編
集
者

の
逮
捕
、
発
刊

停
止
等

の
処
分
を
伴
な

う
。

し
か
し
地
元
大
新

聞

の
論
説
は
、
隣
国

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
軍
事
政
権

の
非
民
主
性
を
糾
弾
す

る
と

い
う
形
で
自
国
軍

事
政
権
を
間
接
的
に
批

判
し
た
り
、
議
会
閉
鎖

(
六
九
年
十
二
月
)
に

対
す
る
憤
り
を
翌
日
の
朝
刊
、
天
気
予
報
欄
に

月

行

事

一

12
日

(
水
)
企

襾
委
員
会

一

午
後
3
時
30
分

…一

格

日

(
木

)

理

事

会

一

午

後

3
30
時

.分

13

日

(
木

.)
新

春

懇
親
会

午

後

5
時

～

7
時

.

26

日

(
水

)

水

田

一.]喜

男
蔵

相

昼

食

会正
午

～
午
後

2
時

帝

国

ホ
テ

ル
本

館

2
階

1/
菊

ん

一

.

.L

『
全
国
暗
雲
、
呼
吸

困
難
』

と
い
う

一
文
を
捜

入
し
て
表
現
す
る
な
ど
、
反
骨
と
機
知
に
富

ん

だ
抵
抗
精
神
の
片
鱗
を
絶

え
ず
の
ぞ
か
せ
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
ブ

ラ
ジ

ル
外
務
省
の
ブ
ラ
ジ

リ

ア
移
転
に
と
も
な

い
、
記
者
証

(
一
年
更
新
)

の
切
り
か
え
手
続
き
な
ど
が
面
倒
に
な

っ
た

こ

と
。
七
〇
年
以
後
、

テ

レ
ッ
ク
ス
、
電
話
な
ど

の
通
信
費
に
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高

い
通

信
税
が
課
せ
ら
れ
、
各
社

と
も

コ
ス
ト
ア

ッ
プ

に
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
ク
ラ
ブ

の

話

と
は
直
接
関
係

な

い
が
併
記
し

て

お

き

た

い
。

(4)
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嬲
美
濃
部
都
知
事
に
同
行
し
て

十
月

下

旬

か
ら
十

一
月
中

旬

に

か

け

て
、
美

濃

部

東
京
都

知
事

の
北

朝

鮮
、
中

国
訪

問

に
同

行

記
者

団

と

し

て

随

行

し

た
。
毎

冂

、

読
売
、
新
潟

目
報

、
N

H
K
、

T
B
S

、

N

E
T
、

日
経

(
私

)
の

七
社

、

テ

レ
ビ

は

一
社

二
名

な

の
で
、

計

十
人

だ

っ
た
、

そ

の
結

果

は
あ
ら

か

た
記

事

や
フ

ィ
ル

ム
に

な

っ
た
、
同
行

記
者

な

の
で
そ

れ

に

つ
け
加

え

る
こ
と

は
あ

ま

り

な

い

が
、

し

い
て
感

想
を
と
問

わ

れ

れ

ば
次

の

二

つ
を

あ
げ

よ
う
,.

第

]
は
、

こ

こ
に
北

朝
鮮

と
書

き

だ
し

た
、
朝

鮮

民

主

主
義

人
民
共

和

国

の
国
名

の
、

口
本

の
新
一聞

で

の
+衣
.記
方

法

の
問
題

で
あ

る

,

い
ま

の
と

こ
ろ
正

式

名

称

を
書

い
た
り

、
略

称

に
し
た
り
、

ま

ち

ま
ち

で

あ

る
。

ま

た

み

だ
し
カ

ッ
ト

は

字

数

の
関

係

も
あ

り
、

だ

い
た

い
北
朝

鮮

で
あ

る
。

し
か

し
先

方

は
北
朝
鮮

を
好

ま

な

い
。
略

す

な
ら

「
朝

鮮

と
か
共
和
国

と

し

て

く

黒

羽

亮

(
岡
行
記
者
団
幹
事
)

れ

」

と

い

う
。

だ

が

日
本

で

は
南

は
韓

国

、
北

は
朝

鮮

と
は

い
く

ま

い
。

「
共
和

国
」

で

は
、

も
ち

ろ

ん
ど

こ

の
共

和
国

か

わ

か

ら

な

く
な

っ
て

し

ま

う
、

正
式

名
称

は
本

文

中

一
回
ぐ

ら

い
な

ら

い

い
が
、
あ

と

は
長

す

ぎ

て
い
け

な

い
。

そ

う

す

る

と
、

国

名

は
略

す

に

し

て
も

、

そ

の
国

の

了
解

す

る

よ
う

な
略

称

に
す

る

の
が

エ
チ

ケ

ッ
ト

と

は
わ
か

っ
て

い

て
も

、

い
ま

の

と

こ

ろ

は
ど
う

も
、
北

朝

鮮

以
外

に
は
適

当

な

量
口
葉

が
な

い
よ
う

な
気

も
す

る
。
分

裂

国

家

的
状

況

に
あ
る

と

い
う

ま

こ
と
に

不

幸

な
事

態

に
対

し
て

は
な

は

だ
申

し
わ

け

な

い
の

だ
が
、

日
本

の
新

閏

に
は
新

聞

の
事

情

も

あ

る

こ
と
を

、

誠

心

誠
意
先
方

に
対

し
述

べ
た
う

え

で

の

こ
と

は
も
ち

ろ

ん
だ

が

…

…
。
と

も
か

く

、

新

聞
協
会

や

日
本

記
者

ク

ラ
ブ

で

の
拾
い討

課

題

だ
と

お

も
う

。

第

二
は
、

こ
れ

は
当

た

り
前

の

こ
と

だ

が

、

改

め
て
感

じ

た

の
は

日
本

、
朝

鮮

、

中

国

と
も
、

ハ
シ
を

使

っ
て
米
飯

を
主

食

と

し

て

い
る
と

い
う

こ
と
。

ハ
シ

は
日
本

で

は
木
、
朝
鮮

は
金

属

、
中

国

は
象

牙

と

材

質

に
違

い
は
あ

っ

て
も
、

や
は
り

ハ
シ

で

あ

る
。
同

じ
よ
う

な
服

装

を

L
て
し

ま

え
ば

、

そ
れ
ぞ
れ

の

国

の
ご

く
代
表

的

顔

つ
き

、

か
ら
だ

つ
き

の
入

以
外

は
、

ど

れ

が

ど

っ
ち
か
に
わ

か

に
識
別

で
き

な

い
。

朝

鮮

料

理
、
中
国

料

理

に

そ
れ
ぞ
れ
違

い

は

あ

っ
て
も
、
日

本

で
も

似

た
も

の
を

食

べ

て

い
る

の
だ
か

ら

、

他

の
外
国

に
行

っ

た

よ

う

な
気

は
し

な

い
。

と

こ
ろ
が

そ

の

山
-国

は
ま

だ
し
も

、

北

朝

鮮

は
、

口
本

に

と

り
て
米

国

や
西
欧

よ

り

は
る
か
に

〃
遠

い
国

”

で
あ
る
。

そ
れ

は
、
な

に
も

国

交

が
あ

る
と

か
、

な

い
と

か
と

い
う
事
・悋
…だ
け

に
よ
る

の

で

は
な

い
。
国
交

が
あ

れ

ぱ

ニ

ュ
ア

ン
ス

は

い
く
分

ち
が
う

か
も

し

れ

な

い
が
、
基

本

的

に

は
歴
史

的

に
、

社

会

的

に
、
経

済

的

に
、

ア
ジ

ア
と

日
本

は

そ
う

い
う

こ
と

に

な

っ
て
し
ま

っ
た
と

い
う

こ
と
だ

ろ
う

。

私

の
生
き

て

い
る

時

代

に
そ
の
ギ

ャ

ッ

プ

が
大

き
く
埋

ま

る

と

は

お

も

わ

な

い

が
、

埋

め
よ
う

と

い
う

姿

勢

と
努

力

は

ぜ

ひ
必
要

で
あ

る
。

中

国

側

が

「
ロ
本

軍
国

主

義

は
敵

だ
が
、

そ

れ

に
反

対
し
、
批

判

す

る
日
本

入

と

は
友

好
関
係

に
あ

る
L

と

い

り
て
、

も

う

二
十
年

近
く
も

交
流

し

て

き
た
の
と
同

じ

よ
う

な
態
度

を

、
北

朝
鮮

が
取

り
始

め

た

こ
と

は
、
も

う
各

紙

が
再

三
書

い
て

い
る

。

こ
の
よ
う

な
態

度

を

と

れ
る
の
も

、

日

本

が
単

に
隣
国

と

い
う

だ

け
で
な
く

、

人

種

的

に
、
そ

の
結

果

と

し

て
文
化

的

に
共

通

性

が
強

い
し
、

さ

ら

に

強

め
る

こ
と
を

求

め

て
い
る

か

ら

だ

ろ

う
。

そ

こ
の

と

こ

ろ

の
認
識

が
、

朝

鮮

や

中
国

の
人

々

に

く

ら

べ
る
と
、

ど

う

も
私

は
大
き
く
抜

け

て

い
た

と
痛
感

し

た

の
で

あ

る
.、

(ロ
本
経
済
新
聞
社
会
蔀
長
)

囲
碁
の
会
中
止
の
お
知
ら
せ

昨
年
十
月

か
ら
毎
週
金
曜
日
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
碁

の
会
は
、
さ
る
十

二

月
十
五
口

の
納

会

で

】
応
終

了

い
た
し

ま
し
た
.
新

年

度

は
定
例
開
催

を
と

り

一
や

め
、

年

に
数
回

,

囲
碁
大
会
ま

た

一
は
・
指
響

を

ま

じ
え
た
講
翼

の
形

式

で
開
催

す

る

こ
と

に

い
た

し
ま
す

。

そ
の
節

は
ま

た

ご
案

内

い
た

し
ま
す

の

 
で
ふ
る

っ
て
ご

参

加

く
だ
さ

る

よ
う

お

願

い
い
た
し

ま

す

。

幹
事

(5)
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忘翕駄
半
世
紀
前
を
想

い
忘
れ
得
な

い
人
々

天
皇
、
皇
后
.両
陛
下

は
、
昨
年
九
月
か
ら

十
月

に
か
け
て
こ
訪
欧
を
な
さ
れ
た
。
天

皇
さ
ん
は
皇
太
子
時
代

に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に

ご
外
遊
な
さ
れ
た

の
で
、
二
度
目
で
あ
り
、

皇
后
さ
ん
は
初

め

て

の

外
国
旅
行

で
あ

る
。
あ
る
外
国
大
使
館

の
参
事
官
が
、
私
に

『
日
本

の
歴
史

二
千

六
百
余
年

の
長

い
天

皇
制
下
に
あ

っ
て
、

エ
ン
ペ
ラ
ー
が
初
め

て
外
国
に
行
く
こ
と
は
、
実

に
歴
史
的
事

件

で
す
ね
』
と
語

っ
た
。

こ
の
両
陛
下

の

こ
訪
欧
と
い
う

エ
ベ
ン
ト

の
た
め
に
、
過

去

を
忘
れ
か
か

っ
た
老
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
私

は
、
新
聞
や
テ

レ
ビ

に
ひ

っ
ぱ
り
山

さ
れ
、

『
皇
太
子
殿
下
時
代

の
外
遊
随
行

記
者
、
五
十
年
前

を
語

る
』
と
ち
ょ

っ
と

忙

し
い
思

い
を
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本

の
ク

ロ
ー
ン

・
プ
リ

ン
ス
は
ま
だ
十
九
歳

で
あ

っ
て
、
ご
召
艦
香
取

の
艦

上
で
柔
道
を

や

り
、
デ

ッ
キ
ビ
リ
ヤ
ー
ド

で
ま
さ
に
は
り

後

藤

武

男

(
茨
城
新
聞
社
代
表
坂
締
役
社
長
)

き

っ
た
青
年

殿

下

で

あ

っ
た
。
今

は
古

稀

を

迎

え
て
の
御

旅

び

に
な

っ
た
。

私

は

皇

太

子
時
代

の

ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
体

験

さ

れ
て

い
る

し
、

ご
用
心
深

い
方

で
も

あ

る
か
ら
丈

夫

で
ご

帰
国

に
な

る
と

信

じ

て

い
た
。

そ

れ

に
曾

遊

の
地
を

踏

ん

で

の

想

い
出

も
多

か

っ
た

こ
と
で
あ

ろ
う

と

喜

ん

だ

一
入
で
あ

る
。

し

か

し
、

私

は

五
十
年
前

を

回

顧

し

て
、

主
た

る

エ
ベ

ン
ト
を

の
ぞ

い
て
、

随

分
忘

れ

て

い
た

。

た

と

え
ば
私

は

五
十

年

前

と
も

に
取
材

活

動

し
た
各
社

の
友

人

を

指
折

り
数

え

て
み

て

、
せ

い
ぜ

い
六
、
七

人

し

か
想

い
浮

べ

ら

れ

な

い
。
香
港

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル
、

コ

ロ
ン
ボ
、

ス
エ
ズ
、

カ

イ

ロ
。
ポ

ー
ト

サ

イ
ド

で
は
、
朝

日

の
中

平

亮

で
あ
り
、

ス

エ
ズ

、

カ
イ

ロ
で
大

毎

の

加

藤
直

士
が
加

わ

っ
た
。

ロ
ン
ド

ン

で

は

朝

日

の

鈴
木

文

史

朗

。

毎

H

の

桷

伸附
観

一
、

エ
バ

ン
ス
(
英
入
)
報
知
新
聞

の
御
手

洗
辰
雄
な
ど
と
顔
を
合
わ
し
た
。

パ
リ
で

は
朝
R
卩
の
町
田
梓
楼
、
名
倉
聞

一
、
毎

日

の
上
原
虎
軍

で
あ

り
、

ロ
ー

マ
、

ナ
ポ

リ

ま
で
の
旅

の
同
行
者
は
、
多
分
、
御

手
洗
、

名
倉
、
描
旧崎

と
私

の
四
人
だ
け
と
思
う
。

昨
年

の
陛
下
ご
渡
欧

の
マ
ス

コ
ミ
報
道

関
係
者
は
、

二
百
人
を
越

え
、
血
眼

に
な

り
、
わ
き
冂
も

ふ
ら
ず
に
取
材

と
取

P
組

ん
だ
と
の
話

で
あ
る
。
五
十
年
前

の
報
道

記
者
連

は
、
燕
…尾
服
に
ト
ッ
プ

ハ
ッ
ト
の

道
化
役
者

の

ス
タ
イ

ル
で
深
夜
郵

便
局
に

飛
び
込
ん
で
打
電
、
タ
ク
シ
ー
も
な

い
た

め
ホ
テ
ル
ま
で

て
く
て
く
歩
き
、
夜

が
明

け
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
が
、

パ
リ
で
は
宮
内
省
高
官
も
夜
遊

び
に
出

た

し
、
わ
れ
ら
記
者
連
も
負
け
ず

に
パ
リ
美

人

ハ
ン
チ

ン
ゲ

に
出

か
け
る
余
裕

を
も

っ

て
い
た
。

こ
の
良

き
時
代
は
、
訪

問
諸
国

に
敵
性
潜
在
意

識
も
な
く
、
日
本

男
子
歓

迎

の
友
邦

ム
ー
ド
が
強

い
の
で
、
仕

事
と

歓
楽
を

エ
ン
ジ

ョ
イ
で
き
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
豪

の
者

た
ち
も
、
今
は
御

手
洗
と

私
を

の
ぞ

い
て
悉
く
物
故
し
て

い
る
。

皇
太

子
殿
下
外
遊

は
、
大
正
十
年

三
月

で
あ

っ
た
が
、
私

の
時
事
新
報
海
外
特
派

員
生
活
は
、
大

正
入
年
九
月
か
ら
始

ま

っ

て
い
た
。
第

一
次
世
界
大
戦

の
後
、
世
界

の

ニ

ュ
ー

ス

・
セ
ン
タ

ー

は

、

ロ
ン
ド

ン

か
ら

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

に
移

っ
た
。

時
事

は

既

に

ロ

ン

ド

ン

に
板

倉

卓

造

、

伊
藤

正

徳

、
下

田
将

美

、
私

の
順

で

一
か
年
半
位

の
期

間

、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
情

勢

を
報

道

さ
せ

て
い

た

し
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

に
は
河

上
清

が

い

た
。

日
木

の
特

派
員

が
集

団

で
取
材

活
動

し

た

の

は
、
大

正
,八
年

一
月

の
ヴ

∫

ル
サ

イ

ユ
講

和
会
議

で
あ

り

、

さ

ら
に
同

年

十

月

の
第

一
回
国
際
労

働

会

議

で
あ

り

た
。
前

者
一に

は
約

三
十
名

の
報
道

関
係
者

が
、

パ

リ

に
集

り
、
後
者

に

は

二
十
余
名

の
通

信

関

係

者
が

ワ
シ

ン

ト

ン
に
活
躍

し

た
。第

一
回

I

L
O
会

議

で
、

私

の
記
憶

に

残

っ
て

い

る
特

派
員

は
、

朝

日

の
美
土
路

同
11
一
、
鈴

木

文
史
朗

、
毎

日

の
河

野
三
通

士
、

高

田

元

三
郎
、
楠

山

義

太
郎

、
国
際

聯

合

の
岩

永

裕
吉
、
電
通

の
上

田
碩
三
、

中

外

商

業

の

石
田
武

太
郎

の

連

中

で

あ

る
。

今

日
私

よ
リ
年
長
者

と

し

て
生
残

っ

て

い
る

の
が
、
美
土
路

、

高

田

の
両
氏

に

過
ぎ

な

く

な

っ
た
。

続

い

て
大

正
十
年
十

一
刀

ワ

シ
ン
ト

ン

軍
縮

会

議

で

は
、
軍
備

制

限

と
外

交
上

の

重
大

議

題

を
包
含

し

て

い

た

た

め
、

日

本

の
新

聞

社

と

し

て

は
、

最

大

の
報
道

陣

を

、

ワ

シ

ン
ト
ン
に
送

っ
た

。
朝

日

は

(6)
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下

村
宏
、
緒
方
竹
虎
、
鈴

木
文
史
朗
、
毎

h

は
依
然
と
し
て
河
野

三
通
士
、
高
田
元

三
郎
、
中
外
商
業

の
新
関
庄
蔵

の
面

々
が

集

っ
て
い
た
..
そ
の
外

に
徳
光
衣
城
、
不

破
瑳
摩
太
、
高
木
富

五
郎

ら
の
人
々
も
、

ま
ぶ
た
に
浮
か
ん
で
く
る
.

い
ず
れ
も

ワ

シ
ン
ト
ン
で
新
聞
人
魂

を
発
揮
し
て
、
優

劣

を
競

っ
た
仲
間

で
あ

っ
た
。

か
え
り
み
て
国
内

で
の
取
材
合
戦
と
し

て
、
帝
国
議
会
、
各
政
党

本
部
、
元
老
、
首
相

官

邸
、
各
省

の
ニ
ュ
ー

ス
ソ
ー

ス
の
舞
払
口

に
お
い
て
、
目
夜

互
に
競

っ
た
人
々
は
、

朝

口
の
緒
方
竹
虎

、
野
村
秀
雄
、
伊
豆
{昂

人
、
井
上
正
明
、
細
川
隆
元
か
ら
河
野

一

郎

ま
で
を
記
憶

し
て
い
る
し
、
毎
口
の
城

戸
元
亮
、
岡
崎
鴻
吉
、
西
村
公
明
、
小
野

秀
雄
、
阿
部
真
之
助
が
、
議
会

や
二
十

一

日
会
な
ど
で
顔
を
合

わ
し
て
い
た
。
国
民

新

聞
で
伊
達
源

】
郎

、
細
野
繁
勝
、
相

訳

熙
が
印
象

に
残

っ
て
い
る
.

時
事
入
祉
前
、
大
正
三
、

四
年
か
ら
慶

応
義
塾
大
学
新
聞
講
座

が
毎
週
土
曜
日
に

開

か
れ
、
私
は
新
聞
記
者

に
な
る
と

い
う

条
件
で
、

一
か
年
学
費
免
除

の
特
権
を
う

け

て
、
講
座
に
出
席

し
て
い
た
。
そ

の
講

座

で
村
山
龍
平
、
本
山
彦

一
か
ら

「
経
営

に

つ
い
て
」
、

徳
富
蘇
峯
、

黒
岩
周
六
か

ら

「
論
説

に
つ
い
て
」
、

杉
村
楚
人
冠
、

伊
達
源

一
郎

か
ら

「
報
道

に
つ
い
て
」

の

話
を
き
か
さ
れ
て

い
た
。
私

た
ち
若

い
学

生

に

こ

の

よ

う
な

日
本
新
聞
界

の
先
輩

が
、
自
分
の
体
験
を
講
義
す
る
と

い
う

よ

り
も
、
説
話
し

て
く
れ
た
こ
と
は
、
少
な

く
も
私

に
は
新
聞
入
門

の
上
に
お

い
て
、

最
良

の
指
針
と
な

っ
た
。
海
外
特
派
員
生

活

二
か
年

の
間
に
、

こ
れ
ら
先
輩

の
説
話

に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
通
信

の
か
た
わ
ら
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
研

究
に
も
没
頭
し

て
、

大
正
十

二
年

か
ら
、
昭
和
三
年
ま

で
の
間

に
、

'
新
聞
紙
講
話
」

「
新
聞
紙
研

究
」

「
新
聞
企
業
時
代
」

を
相
次

い
で
出
版

し
、

新
聞
の
論
説
、
報
道

の
み
で
な
く
、
新

聞

経
営
を
現
代
企
業

の
範
晴

に
加
え
て
、

サ

イ

エ
ン
ス
と
し
て

の
部
面
を
拓

い
た
と
自

負

し
て
い
る
。

私

の
正
式

の
新
…聞
記
者
駆
け
山

し
は
、

大
正
五
年

四
月

一
目
か
ら
で
あ
る
が
、
大

学
在
校

の
新
聞
科

生
時
代
は
、
山
本
権
兵

衛
大
将
、
桂
太
郎
大
将

の
内
閣
で
あ
り
、

藩
…閥
政
治
打
破
が
勢
細
説
、
報
道

の
テ
ー

マ

に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
口
に
も
筆

に
も

モ
ダ
ー

ン
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
説

え
て

い

た
。
新
聞
記
者
と

し
て
初
め
て
取
材
活
動

を
し
た
の
が
大
隈
候
内
閣
で
あ
り
、
高

閏

早
苗
文
相
や
、
箕
浦
…勝

人
逓
相
に
好
威
}を

も

っ
た
.

次

の
寺
内
元
帥
内
閣
で
は
、
各
新
聞
社

政
治
部

の
元
老
係
り
の
も

の
が
大

い
に
羽

振
り
を
き

か
せ
、
私
ど
も
若

い
連
中

は
、

陰
惨
の
気
分

に
包
ま
れ
、

一
目
も
早

く
原

敬
、
加
藤
高
明

の
ど
ち
ら
か

の
政
党
内
閣

実
現
を
待
望

し
て
い
た
、
寺
内
内
閣

は
シ

ベ
リ

ア
出
兵

と
米
騒
動
で
、
満
身
創

痍
と

な
っ
て
崩
解

し
、
大
正
七
年

九
月
原
敬
内

閣
出
現
と
な
り
、
私
ど
も
身
近

か
に
接
し

た
山
本
悌
次
郎
、
槊
刀
L
介
と

い
う
連
中

が
閣
僚

に
加

わ
り
、
取
材
活
動
も

や
り
よ

く
な

っ
た
。
私

は
国
民
党
を
も
担
当

し
た

の
で
、
犬
養
毅
、
亠山
島

一
雄
、
植
盾
跡
悦
次

郎
な
ど
に
近

づ

い
て
い
た
.、
古
島

の
玄
関

で

は

よ

く

緒
方
竹
虎
記
者

と
ぶ

つ
か

っ

た
。
私

は
貴
族
院
関
係
も
受

け

も

っ
た

が
、
当
時

の
貴
族
院
の
有
力
策

土
は
官
僚

と
政
党
と
を
巧
く
み
に
操
縦

し

て
い
た
。

私
が
主
と

し
て
接
触
し
た
人
物

は
、
研
究

会
小
笠
原
長

幹
伯
、
背
木
信
光

子
、
水
野

直
子
ら
で
あ
り
、
時
に
黒
田
清
輝
伯

、
酒

井
忠
正
伯
ら

の
門
を
叩
い
て

い
た
。
勅
選

議
員
で
よ
く
接

し
た
の
は
、
江
木

千
之
、

江
木
翼
、
高

田
早
苗
、
鎌

田
栄
吉

、
井
上

哲

二
郎
、
沢
柳
政
太
郎
等
が

主

で

あ

り

た
。世

襲
議
員

で
私
が
も

っ
と
も
近
づ

い
て

い

た

の

は
、

議
長
徳
川
家
達
公

で
あ

っ

た
.

そ

の
関
係

か

ら
、
大

正

十
年

十

一
刀

ワ

シ

ン
ト

ン
軍
縮
会

議

に

お

い
て
、
全
権

徳
川

公
が

、

日
英

同
盟
廃

棄

、

凵
英
米

三

国
同

盟

締

結

交
渉

、
日
英

米

仏

四
国
協
約

成

立

の
メ

ソ
ー

ン

ニ
ュ
ー

ス

.
ソ
ー

ス
と

な

っ
て
く

れ

た

の
で
あ

る
。

近
衛
文
麿

公
と
の
交
際

は
、
昭
和
三
年

十

一
月

の
御
大
礼
以
後
、
、霞
ヶ
関

の
霞
山

会
館

で
朝
飯
会
と

い
う
の
が
催
さ
れ
、
こ

こ

に

木

戸
孝

一
、

原

田
熊
雄
,

緒
方
竹

虎
、
簗
田
欽
次
郎

(
中
外
商
業
社
長
)
ら

の
人
々
と
集
ま

っ
て
、
政
界

四
方
山
話

に

花
を
咲

か
し
て
い
た
。

昭
和

六
年
満
州
事
変
以
後

は
、
軍
部

の

連
巾
・も
加
…わ
り
、
政
界
革

正
、
貴
族
院
改

革
と

い
う
空
気
に
変
化

し
た

の
で
、
私
は

徳
川
家
達

公
と

の
関
係
も

あ
リ
、
漸
次

に

遠
ざ
か

る
よ
う
に
な

っ
た
。

私

は
満

州
事
変

の
直
後

、
時
事

か
ら
是

軍
慰
問
と

い
う
名
目
で
、
満
蒙
情
勢

の
視

察

に
や
ら
さ
れ
た
が
、
柳
条
構

や
北
大
営

の
戦
闘
状

況
を
み
て
、
ど
う

し
て
も
中
国

側

の
挑
戦
と
思
え
な
か

っ
た
。
時
事

は
石

河
幹
明
、
板
倉
卓
造
、
成

瀬
義
春

の
社
説

で
、

日
本
軍

の
自
制
自
重
を
説

い
た
し
、

伊
藤
正
徳

と
私

は
夕
刊
時
事
小
観

で
軍
部

攻
撃
を
露
骨

に
書
冖い
て

い
た
。

当
時
東
京

の
七
、
八
社

の
編
集
首
脳
で
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つ
く

っ
た

「
二
十

一
口
会
」

は
、
毎
月
二

十

一
口
築
地
錦
水
で
正
午
に
会
合

し
て
、

各
種

の
問
題

に

つ
き
話

し
合

っ
た
。
時
事

か
ら
は
板
倉
、
伊
藤
、
私
と
が

い
つ
も
川

席

し
て

い
た
。
こ
の
二
十

一
日
会

か
弖

「憲

政
擁
護

の
共
同
宣
言

」
も
出
れ
ば
、
業
界

の
共
通
利
害

の
こ
と
が
ら
の
申

し
合

せ
な

ど
も
し
て
、
各
社

の
協
調
を
し

て
い
た
。

例
え
ば
帝
国
議
会
議
事
堂

の
焼
失

で
、

記
者

ク
ラ
ブ

の
建
物
が
延
焼
し

て
し
ま

っ

た
、
再
建

に

つ
い
て
朝

H
の
野
村
、
毎
日

の
岡
崎
、
西
村
、
国
民

の
細
野
、
時
事

の

後
藤
と

い
う
よ
う
に
、
委
員
を

つ
く
リ
、
建

築
費

や
部
室

な
ど
を
中
央
、
地
方

の
各
社

に
割

り
当

て
る
こ
と
も
し
て
い
た
。
国
会

議
事

堂
が
日
比
谷
か
ら
永
田
町

に
移
転
す

る
と
き
も
、
私
と
野
村
、
岡
崎
が
指
名
さ

れ
政
府

と

の
交
渉

の
役
を
引
受
け
た
。

二

十

一
目
会

で
は
い
ろ
い
ろ
議
論

も
あ

っ
た

が
、
議
会
取
材
活
動
に
便
利
な
官
有
地

の

提
供
を
う

け
る
こ
と
、
建
築
も
政
府

で
や

っ
て
も
ら
う

こ
と
に

一
致
さ
せ
た
。

そ
こ

で

『
国
会
記
者
会
館
』
と

い
う
名

の

コ
ン

ク
リ
ー
ト
建

て
設
計
図
を

一
応

つ
く
り
、

主
計
局
営
繕
課

に
提
出
し
大
蔵
省
が
承
認

し

て
く
れ

て
、
新

聞
社
と
し
て
は
大
助

り

だ

っ
た
。
各
社

の
使
用
す

る
部
室
割

り
施

設
維
持
等

に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
多
く

の
社

の
議

会

関
係

の
記

者
連

を

世

話

人

に

選

ぶ

こ
と

に
し

て
、
私

た
ち

は
手

を
引

い

た
。

今

日

の

『
国
会

記
者

会

館

』

の
由
来

は
、

そ

ん
な

こ
と

で
あ

り
、

二
十

冖
日
会

が
中

心

と

な

っ
て
、

公
平

に
、

円

満

に
、

各

社

共

通

の
問
題

が
処

理

さ

れ

て

い
た
。

ま

た

二
十

一
日
会

の
連

中

は
、

い

ず

れ

も

、

ワ

シ

ン
ト

ン
の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ

ス
ク

ラ
ブ

に
出

入

し
た
経
験

者

も

い
る
の

で
、

日
本

に
も
欲

し

い
も

の
だ

と
話

は
、

ポ

ツ

ポ

ツ

出
始

め

て

い
た

が
、

満

州
事

変

、

目
支

事
変

、

国

際
連

盟

脱

退

と

い

う

、

国

の
内
外

の
状
勢

が

悪

く

な

り
、
プ

レ

ス
ク
ラ

ブ

ど
こ

ろ
で
な

く

、
各

仕

首
脳

連

も

あ

わ

た

だ
し

い
時

代

を
迎

え

た

、

第

二
次

大
戦
後

の
新

聞
界

は
、

日
本
新

聞
協

会

が
中

心

に
、
新

聞
業

界

の
諸

問
題

を
協

議

す

る

よ
う

に
な

り
、

競

争

を
行

な

い
な

が

ら

も
、
自
制

し

つ

つ
、
今

日

の
わ

が
新

聞

界

の
発
展
を
到

来

さ

せ

た

の
で
あ

る
。

明
け
ま
し
て

お
目
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局

一
同

質

問

続

出

だ

つ
た

宮

本

ラ

ン

チ

ョ
ン

十
月
四
日

(月
)

ス
カ
イ

・
ル
ー
ム
で

開

か
れ
た
宮
本
顕
治
日
本
共
産
党
幹
部
会

委
員
長

の
昼
食
会
は
、
出
席
者
約
七
十
名

で
、
江
尻
進
理
事

の
司
会

で
す
す
め
ら
れ

た
。委

員
長

の
訪
欧
に
同
行

し
た
上
田
耕

一

郎
赤
旗
編
集
局
長
、
宮
本

太
郎
広
報
部
長

も
同
席

し
た
。

二
時
間

の
予
定

か
、
質
問

続
出
で
約
三
十
分

延
長
1

こ
れ
は
・記
者

ク
ラ
ブ

昼
食
会

始

ま

っ
て
以
来
初

め

て

の

こ
と
。

こ
の
時

の
演

説

と

一
問

…
答

は
「
赤

旗

」

十
月

五
、
六

日
号

に
全

文
掲
載

さ
れ

た

。

欧
州
か
ら
見

た
国
際
通
貨
問
題

十
月
士

.一日

(
水

)
午

後

二
時

十

五
分

か

ら

一
時
間
、

ス
イ

ス
銀

行

の
サ

ミ

ュ
エ

ル

・
シ

ュ
バ
イ

ツ

ァ
ー
会

長

と
F

・
ア

ッ

シ

ン
ガ
ー
顧
問

の
記

者
会

見
が
、

布
施

道

夫

会

員

(
口
経
編

集

委
員

)
の
司

会

で
開

か

れ
た
。

シ

ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
会

長

ら
は
I
M

F
総

会

に
出
席

の
帰
途

訪

日

し
た
も

の
で
、

国

際

金
融
論

の
権
威

、

ア

ッ
シ

ン
ガ

i
顧

問

は

、
前

ノ
イ

エ

・
チ

ュ
ル
ビ
ャ
ー

・
ツ

ァ

イ

ト
ゥ

ン
グ
編

集

主

幹

で
、

ス
イ

ス
大

学

経

済

学
部
講
師

を

兼

ね

る
経
済
学

者

。

ヨ

ー

ロ
ッ
パ

か
ら
見

た
国
際

通
貨
情
勢

に

つ

い

て
、

三
十

人
を

こ
す

記
者
団

の
質

問

に

答

え
た
。

こ
の
内
容

は
サ

ン
ケ

イ
新

聞
十
月

十

四

日
朝
刊

に
詳

し
く
紹

介

さ
れ

て

い
る
。
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